
　2008年秋の米国の金融危機に端を発した世界的な
景気低迷は、徐々に落ち着きを取り戻し、新興国を中
心に緩やかな回復基調をたどっています。
　しかしながら、わが国経済、とくに国内建設市場に
おいては、建設投資の「選択と集中」による一部のプ
ロジェクト構想はあるものの、公共投資は依然として
漸減傾向にあり、また、民間投資の先行きの不透明感
も解消されていないことから、建設業界を取り巻く経
営環境は厳しさを増すものと思われます。
　このような状況のなか、当社グループは、建設市場
の縮小という厳しい経営環境下においても経営基盤の
強化を図るべく、新たに「新中期経営計画」（2010 年
4 月～ 2013年3 月）を策定し、持続的成長の実現をめ
ざして、鋭意推進しています。
　この新中期経営計画では、建設市場の量と質の変
化に迅速に対応するため、当社が長年培ってきた経
験と実績に基づいた技術力、組織力、個人の力を結
集し、競争力・収益力のある強靭な経営体質を確立し
ていきます。さらに、新中期経営計画に掲げる事業目
標の達成はもとより、社会貢献、環境保全に向けた取
組みを強化するとともに、安全・安心に対する意識の
醸成、コンプライアンス意識の高揚など、CSR 活動の
推進に努めていきます。

　当社は、経営理念として「社是」「三則」を掲げて
います。
　これは1981年6月に定めたもので、「社是」は経営を
行なっていくうえでの根本的な思想を示し、「三則」は経

営の基本方針を示しています。いかなる時にも進むべ
き道を示す道標として、役職員の全員が共有しています。

　この「社是」「三則」に込められた思いは、今日ま
で脈々と受け継がれている “東亜の精神”のようなもの
なのかもしれません。
　「社是」制定時の社員向けメッセージには、「建設
会社として立派な仕事を行なうことにより、社会の期
待に応え、従業員の生活を保障し、株主の出資に報い、
関係先の信頼を裏切らない。」また、「環境あるいは住
民問題、安全、公共道徳等に十分気を配り、細心の
注意をもって仕事にあたる。」と記されています。
　この先代から受け継がれた東亜の精神を、社内で
共有し実践していくこと、そして、次の世代に伝えるこ
とが当社の CSR の根幹であると考えています。

　2010年は、「国際生物多様性年」にあたり、10月に
は名古屋で、「生物多様性条約第 10 回締約国会議」
（ＣＯＰ10）が開催されます。
　生物多様性の保全、持続可能な利用など、生物多
様性条約が果たす役割に対する認識がさらに高まる
年になるものと思われます。
　当社では 2010 年 7 月、「東亜建設工業 生物多様性
行動指針」を定めました。当社はこれまで社会基盤の
整備に携わるさまざまな仕事のなかで、自然の恵みや
それを支える多様な生物の営みを実感してきました。こ

れらの経験とこれまで磨いてきた知恵と技術を調和さ
せ、生物多様性の恩恵を受ける一員として、未来にこの
恵みを伝えていくという理念に基づいたものです。
　日頃より、社員一人ひとりの心のなかに育まれてい
るものではありますが、行動指針として定めることで、
さらに高い意識を醸成し、多様な生物の保全に配慮し
た事業活動を行なっていきます。

　当社は建設業３団体（※）が定めた「建設業の環境自
主行動計画」のもと、地球温暖化、建設副産物、生態系
保全、有害物質・化学物質への対策を実施しています。
　われわれ建設業界は、社会資本整備に携わる一方
で、関連する区域の環境保全に努める責務を負ってい
ます。なかでも地球温暖化対策としてのＣＯ2 排出抑
制は課題の一つであり、当社も 2012 年度までに原単
位で1990 年度比 13％削減を事業目標としています。
　2010 年春、13 年ぶりに建造した深層混合処理船
「黄鶴」は、当社の事業の柱である海上土木のフラッ
グシップとして大きな戦力になると同時に、施工段階
でのＣＯ2 排出抑制を実現した、環境配慮型の次世代
作業船です。
　作業船のみならず、環境に配慮した設計・施工技術、
研究開発はこれからの事業活動のなかでさらに比重
が高まってくるものと思われます。低炭素社会実現に
向けて、これまで以上にＣＯ2 排出抑制への取組みを
強化していきます。

　本報告書は、当社グループの CSRに関する 2009 年
度の活動実績と 2010 年度の活動目標をまとめたもの
です。ご一読いただき、皆様から忌憚のないご意見を
賜りますよう、お願い申し上げます。
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